
改善箇所説明図 
 

改善の内容 
全車両、燃料ホースの状態を確認し、損傷がある場合

はスペーサ（保護材）付きの燃料ホースに交換し、取

り回しを修正する。また、損傷がない場合は燃料ホー

スにスペーサ（保護材）を組付け、取り回しを修正す

る。 

注：□は改善部品を示す。 
識別：当該部品にスペーサが装着されていれば、

対策済みである。 
 

不具合発生箇所 
燃料ホースの取り回しが不適切なため、車両を使用し

ているうちにエンジンカバーと干渉することがある。

そのため、そのままの状態で使用を続けると、燃料ホ

ースが損傷するおそれがある。 
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